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〗:、
雨山は、
自らを、
辺境
にあって誰
に知
られることもなく
花を咲かせ、
散らしている
老梅
に
喩えている。
これこそ
が、
帰 国
後の雨山の自照であったのだろう。
(50) 
そし
て、
こ
の自
照に呉
昌碩か
ら与え
られ
た印を捺
し、
呉
昌碩
と通
い合
う思
い
を共
有し
たの
である
。
注
(1)
長尾雨山
『中国書画話」
(-九
六五
・
筑摩書房）
「著者略
歴」
明治
二二
年
(-
八八
九）
の項に
「東京美術学校教授兼務」
と
あるが
、
東京芸術大学総
合アーカイ
ブセ
ンター
の吉
田千鶴子
氏によると
、
今で
いう
非常勤講師
の立場で
あった
との
ことで
、
ここ
では
「講師」
としてお
いた
。
(2)
長尾雨山
と教
科書疑獄事件
に
つい
ては
、
樽本照雄
「清末小
説閑談」
(-九
八三
・法
律文化社）
、
同
「初期商務印書館研究
増補版』
（二0
0四
•
清末小説研
究会）参照。
(3)
劉柄照
「復丁老人詩記」
(-九
0八
・
私刊本）
による
。
長尾
雨山
の上
海にお
ける詩
社創
設お
よび
詩
会参加
に
つい
ては
、
筆
者に
よる
口頭発表
「長尾雨
山が上海
で参
加し
た詩会に
つい
て」
（二
0一
三
、
一0
、三
・日
本中国学
会第六五
回大会
・秋
田大学）、
および
同発表を
まとめ
た論文
「長尾雨山
が上海で
参加
した
詩会
に
つい
て
l(
『日本
中国学会報』
第六十六集
・ニ
0一
四
掲載決定済）
で論じた。
(4)
劉姻照
「無長物斎詩存』
(-
九0八
・
私刊本）
による
。
(5)
この
ことに
関し、
長尾雨山
の胸中に大
いな
る葛
藤があ
った
こと
を、
前出
の
口頭発表
「長尾雨
山が上海
で参
加し
た詩会に
つい
て
」
で論じた。
(6)
長尾雨山
が高
島屋
での
呉昌碩展覧
会に果た
し
た貢
献に
つい
ては
、
拙稿
「呉昌碩と高
島屋」
（二
00五
初出／拙著
「呉昌
碩研究」
・ニ
00九
・
研文出版
所収）
で論
じている
。
(7)
呉昌碩同郷
の詩
友であ
る施浴
升は、
呉昌碩
の詩
集
『缶厖詩」
序文
の中で
、
一吾友呉
子倉碩
、
性孤蛸
、
有オ未遇、
以簿尉待
次呉下
。
其胸中鬱勃
不平之気
、
一皆
発之於詩
。
〔わが友の呉
昌碩は、
生まれ
つ
き心が厳し
く世
俗と合わな
いの
で、
オ能が
あるの
に不遇
で、
下級役人を
しなが
ら蘇州
で正
当な官に選
任
されるのを
待って
いる
。
その
胸中
に鬱
積した不
平
の気は、
ひ
とえに
みな詩にあらわれ出て
いる
。〕」
と述
べ
ている
。
(8)
この
詩
につい
て
は、
杉村邦彦
「上海時代
の長
尾雨山
の翰
墨
生活
一斑
五ー十自嘲詩と
播存臨鄭文公下碑跛
」（
書学書道
史学会編
「書学書道史論叢／
2011
J・ニ
0―
-
．萱
原書房
所
収）
に取
り上げ
られて
いる
。
(9)
松丸東
魚編輯
「呉
昌碩印譜第
二集
』
(-九
五六
・白
紅社）
所
収「
解説」
に、
「（
長尾雨山）
先生
は呉
翁の
刻
印を非
常に大
切
にされ
、
会心
の作で
なけ
れば
これ
を用ゐられ
なか
っ
たさうで
、
又、
使用
後は真
綿
の如きも
ので町
摩に
これ
を拭
つて
おかれた
とも
聞い
て居る」
とある。
なお
この
「解説」
は、
松丸東魚著
・
松丸啓子編
『東魚文集」
(-
九
七七
•
松丸道雄）
に再録さ
れて
いる
。
本稿
は、
平成
二三
年
度科学
研究費補助金
（基盤
研究
(C)）
「呉昌
碩と
日本
人士」
（研
究代表者
松村茂樹
課題番号
235
2018 
o)
による
研
究成
果の
一
部である
。
(51) 
